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東京理科大学と第一生命保険株式会社の取組みについて 

～産学連携によるデータサイエンス力向上の取組み～ 

 

学校法人東京理科大学（理事長：本山 和夫、以下「理科大」）と第一生命保険株式会社（代表取締

役社長： 稲垣 精二、以下「第一生命」）は、産学連携によるイノベーション創出と地方創生・地域

活性化を通じた社会課題の解決を目的に、2019年３月 11日（月）付で包括連携協定を締結しました。 

このたび協定締結から１年間が経過したことを受け、産学の人財交流を中心に得られた取組成果

についてお知らせします。 

 

 

 

 

 2020年２月５日（水）に、第一生命の社員を対象に「ビジネスで使えるデータサイエンス」の基

礎実践研修を実施しました。 

当日は、第一生命の様々な部署から 30 名が参加し、データ分析・統計手法の実務や担当業務にお

けるデータサイエンスの重要性についての研修を実施しました。 

 今後は、ビジネスに役立つデータサイエンスの活用事例や役職別に求められるデータサイエン

スの知識等を切り口とした研修を進める予定です。 

 

 

 

 2020年２月３日（月）～28 日（金）に理科大の学生２名（学部学生）が第一生命豊洲本社でイン

ターンシップを実施しました。 

本インターンシップは、生命保険会社での医療ビッグデータを活用した分析を体験できるカリキ

ュラムであり、第一生命は実業務に即した体制で分析に必要なビジネス理解・専門知識のアドバイ

ス・支援を行いました。 

本インターンシップを通じて、ビジネス上で必要な実効性の高いスキルや考え方の気づきの習得

に加え、実社会での専門知識の活用体験による今後の学習効果の向上も期待されます。 

 

 

今後も、理科大の学生が企業のデータに触れられる貴重な経験として、継続実施に向けた取組みを

進めていきます。 

 

以上 

１． 理科大のリソースを活用した実践的教育プログラムにより、第一生命社員向けに 

データサイエンスの社会人教育を実施 

 

２． 理科大生のインターンシップによる受入 

https://www.tus.ac.jp/today/archive/20190311001.html

